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＜シンポジウム＞

2024年11月20日 愛知県シンポジウム

2024年11月27日 岐阜県シンポジウム

2024年12月9日   千葉県シンポジウム

2025年1月2１日   富山県シンポジウム

2025年2月14日   地方創生シンポジウム＠都内

⚫ シンポジウムを５地域、対談を５地域で実施予定。

2024年８月２０日
高知新聞濵田高知県知事対談記事

愛知県シンポジウム

岐阜県シンポジウム

千葉県シンポジウム

国際博覧会推進本部事務局の取組各地での万博ＰＲ：シンポジウム・対談の実施

○地方での認知度を高め「じぶんごと」としてもらうため、各地で万博に向けた自治体の取組みや地域で活

動している方々にスポットライトを当てるシンポジウム、知事と万博プロデューサー等との対談を実施。

＜対談記事＞

①高知県 濵田 省司知事×桂文枝シニアアドバイザー
２０２４年10月20日高知新聞にて掲載

②神奈川県 黒岩 祐治知事×宮田裕章プロデューサー

2025年１月24日神奈川新聞にて掲載

③広島県 湯﨑 英彦知事×山極壽一シニアアドバイザー
2月中旬頃中国新聞にて掲載予定

④栃木県 福田 富一知事ほか

今年度中に下野新聞にて掲載予定

⑤北海道 鈴木 直道知事×伊東 良孝国際博覧会担当大臣

今年度中に北海道新聞にて掲載予定

比田将太郎(HIDAShotaro)
テキストボックス
資料３- １
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（提供：内閣官房）

教育・交流（１）：万博国際交流プログラム

（一部事例を抜粋）

○万博を契機に自治体と参加国との交流を活性化し、こどもの育成や地域の魅力発信、経済的な交流強化など、

万博後も続く地域のレガシーとなる取組みを促進。
（令和6年12月末時点での交流計画は141件（88自治体（16府県72市区町村））。交流相手国は74か国。）

兵庫県三木市×フランス

日本酒や和食とフランス料理のコラボ

に加え、フランスワイナリーが抱える課

題である腱鞘炎に対して伝統文化の三

木金物で解決を目指すほか、高校生同

士の交流による文化相互発信も実施。

栃木県那須塩原市×オーストリア

オーストリアの万博のテーマである音楽（合唱）の取組みを通じて、

万博に向けた両国の機運醸成や自治体間の相互交流等。

北海道大空町×セーシェル

高校生等が交流相手国を訪問し、現地の中等教育機関の生徒等と「持続可

能性の高いツーリズム」等の共通課題について探究・交流する。また、現地の

各訪問先で地域課題について議論しつつ、万博をPR。その後の交流につな

げる。（地元の高校が共に「みらいハイスクールネットワーク共創校」として活

動している北海道大空町と高知県本山町・土佐町とが連携して実施）

鹿児島県三島村×ギニア

ギニアからジャンベ（西アフリカ起源の太鼓）奏者を

招いてのワークショップや在日ギニア人コミュニティ

との交流イベントを実施。

岩手県岩手町×アイルランド

町主催のアイルランドフェスティバルに相手国大使館関係者等

を招いて交流を行うほか、来訪するダブリン市の高校生と地元

高校生、町民との交流や、地元高校生をダブリン市の高校に派

遣して相手国の万博テーマについての交流を実施。

長崎県雲仙市×デンマーク

シグネチャーパビリオンの関係者な

どを招待した未来の食や文化に関

するトークセッションを開催し、在来

種野菜の魅力を発信。

三重県×ブラジル

相手国の中・高校生の来訪に合わせ、

双方の中・高校生が交流を実施し、

若者間の相互交流を促進する。

訪問団の宿泊を農家民泊とし、

三重県の自然や伝統文化、日本の生活習慣を

体験できるプログラムを提供。

富山県南砺市×トリニダード・トバゴ

万博テーマ事業プロデューサーの中島

さち子氏と連携し、音楽を通じた文化

交流を実施。

写真提供：スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド実行委員会

農家民泊での文化体験

写真提供：三木市

写真提供：雲仙市

写真提供：三島村 写真提供：三重県

写真提供：那須塩原市

写真提供：岩手町

写真提供：大空町

山形県村山市×ブルガリア

ブルガリアと村山市の共通事項から、バラ製品の

販売やバラを活用した交流を行う。また、オリパラ

ホストタウンから継続する新体操を通じた交流も

実施。村山市でブルガリアフェアを開催、万博のＰ

Ｒと地域振興。

岐阜県・多治見市×中国

窯元・陶磁器関係施設の視察、作陶体験等を行い、

陶磁器（美濃焼）を通じた国際交流を図る。

写真提供：岐阜県

写真提供：村山市

国際博覧会推進本部事務局の取組



「対話の大切さについて学ぶ」 「デジタルネイチャー時代の学びと遊び」 「いのちについて知る」 「万博で何ができるの？」

「いのちの未来」 「「いのちの輝き」ってなんだろう？」 「いのちを育む」 「共鳴するいのちとまちづくり
-Better Co-Beingの実現に向けて-」

教育・交流（２）：ＥＸＰＯスクールキャラバン

（プロデューサー授業を掲載、提供：内閣官房国際博覧会推進本部事務局）

東京
２０２４年１２月６日
石黒P×翔和学園 熊本

２０２４年１２月１２日
小山P×熊本県立牛深高等学校 福島

２０２４年１２月１７日
河森P×田村市立都路小学校 京都

２０２５年１月３１日
宮田P×京都市立京都御池中学校

沖縄
２０２４年１０月３日

河瀨P×名護市立大宮小学校 埼玉
２０２４年１１月２０日

落合P×埼玉県立朝霞高等学校（定時制課程）
２０２４年１２月５日

福岡P×神山町神山中学校ほか徳島 奈良
２０２４年１２月６日

中島P×奈良女子高等学校
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○シニアアドバイザー、テーマ事業プロデューサー、万博への出展・協賛企業等の万博関係者が、万博を契機

としてSDGs等を学ぶ出前授業を全国で実施。 ※全国２１８校で実施予定（１３９校で実施済み（２月4日時点））

国際博覧会推進本部事務局の取組
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体験イベント：こども向け機運醸成事業

○こども・若者を主な対象として、機運醸成を図るためのイベントを実施するとともに情報発信を行う。
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機運醸成イベント 情報発信

万博フォトスポット ソラマチ節分祭

提供：内閣官房 提供：内閣官房

「万博フォトスポット ～ミャクミャクといっしょに写真を撮ろう！～」
＠東京スカイツリーを開催。ミャクミャクとの写真撮影及びSNS投稿
キャンペーンのほか、大阪・関西万博入場チケットが当たる大学生以下
限定の抽選会を実施。また、同日に開催された東京ソラマチ(R)節分
祭にもミャクミャクが登場し、大阪・関西万博をPR。

期間 イベント名 場所

2025年
2月2日

万博フォトスポット
 ～ミャクミャクといっしょに写

真を撮ろう！～
＠東京スカイツリー

東京都
墨田区

2月14日-
15日
（予定）

万博謎解きゲーム
 ～ミャクミャクを探せ！～

福岡県
福岡市

3月8日-
9日
（予定）

万博謎解きゲーム
 ～ミャクミャクを探せ！～

＠エキキターレ キッズフェスタ

広島県
広島市

3月15日-
16日
（予定）

万博謎解きゲーム
 ～ミャクミャクを探せ！～
＠中京テレビ番組祭り

愛知県
名古屋市

3月23日
（予定）

万博謎解きゲーム
 ～ミャクミャクを探せ！～
＠よみうりGENKIフェスタ

東京都
千代田区

万博フォトスポット/東京ソラマチ
®

節分祭
2025年2月2日

東京スカイツリー
®

＜今後の予定＞

＜記事掲載＞

• 読売KODOMO新聞

• 読売中高生新聞

• Campus Scope （主に首都圏の
大学生と読売新聞が共同で作成する
学生新聞）

＜SNS広告＞ 

インフルエンサーにYouTubeショー
ト動画の作成を依頼し広告配信

（3月予定）

国際博覧会推進本部事務局の取組
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G7観光大臣会合
２０２４年１１月１３～１５日
イタリアとのバイ会談（左からダニエラ・サンタ
ンケ観光大臣、秡川観光庁長官）

提供：観光庁

提供：環境省

国連関係者との面会等
２０２５年１月１２日～１５日
浅尾環境大臣とUNDESAのLi局長の会談

日仏クラブ第３３回東京総会
２０２４年１１月２２日
伊東万博大臣による挨拶

提供：内閣官房

第38回日韓観光振興協議会
２０２４年１２月１０日
中央：キム文化体育観光部観光政策局長
左から2番目：中野観光庁国際観光部長

ワールド・フューチャー・エナジー・サミット（WFES）
２０２５年１月１４日
中央は武藤経産大臣

提供：財務省

財務大臣兼金融担当大臣のベトナム訪問
２０２５年１月８日
加藤財務大臣とグエン・ヴァン・タン財政部長の面会

提供：法務省

法務大臣のタイ王国訪問
２０２５年１月１２日～１５日
鈴木法務大臣とタウィー法務大臣の会談

提供：財務省

財務大臣兼金融担当大臣のカンボジア訪問
２０２５年１月１０日
加藤財務大臣とオーン・ポンモニラット副首相の面会

提供：観光庁

第１回日西合同協力委員会
２０２５年１月２１日
右から２人目：ムニョス スペイン産業観光省観光
庁観光政策局長 右：中野観光庁国際観光部長

提供：観光庁

ダボス会議セッションJapan Navigates Uncertainty 

2025年１月20日～24日
赤澤大臣と登壇者（ブシ・マブーザIDC会長、橋本剛
MOL代表取締役、ギデオン・ラックマン、ミロイコ・スパ
イッチモンテネグロ首相）

提供：内閣府提供：経済産業省

国際会議等での広報

○国際会議等で、ミャクミャクぬいぐるみを用いた万博ＰＲ、動画放映などを通じ、各国閣僚や国内外の

メディアに積極的なＰＲ活動を展開。

国際博覧会推進本部事務局の取組
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大阪・関西万博半年前記念イベント 観光促進セミナー

秋の交流会 国際旅行博「Matka Nordic Travel Fair 2025」

開催日：2024年10月13日
在バーレーン日本大使館が大阪・関西万博
の開催半年前イベントをバーレーンにて開
催。ハリーファ バーレーン日本ビジネス
友好協会名誉会長、ハリーファ バーレー
ン文化・古代遺跡庁長官、岡井朝子駐バー
レーン日本大使らが出席。ミャクミャクも
登場。大阪観光局、JNTOがブースを出展。
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開催日：2024年11月20日
在中国日本国大使館が中国（北京）にて秋
の交流会を開催。金杉駐中国日本国大使が
大阪・関西万博を紹介。公式キャラク
ター・ミャクミャクも登場した。大阪・関
西万博のブースを設置。

開催日：2024年12月5日
在チリ日本国大使館はJNTOと連携し、チリの
旅行会社や関連メディア約80名を対象に「観
光促進セミナー」を開催。同大使館は大阪・
関西万博に関するプレゼンテーションをし、
JNTOは文化・観光等の日本の魅力を発信。

開催日：2025年1月16日～19日
フィンランド・ヘルシンキにて開催された北欧最大の国際旅行博
「Matka Nordic Travel Fair 2025」において、JNTOストックホ
ルム主催のジャパンブースに在フィンランド日本国大使館がカウ
ンターを設け、クイズ（日本航空と共同）をはじめとする大阪・
関西万博の広報を実施。また、最終日には、フィンランド政府の
万博公式アンバサダーであり、現地のサッカークラブに所属する
田中亜土夢選手がブースに立って広報を行った。

提供：在バーレーン日本国大使館

提供：在中国日本国大使館

提供：在チリ日本国大使館

提供：在フィンランド日本国大使館

在外公館等の広報

○イベント等で、万博ＰＲブースの設置やミャクミャクの演出などを通じた積極的なＰＲ活動を展開。

○天皇誕生日レセプション等で活用するため、インバウンド上位・パビリオンタイプＡ・Ｘの国の在外公館等

にピンバッジ等の広報用品を送付。

国際博覧会推進本部事務局の取組
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各省庁の広報・機運醸成活動にむけたPRツールの送付

○これまでも各省庁、地方自治体や経済団体等に対してPRツールの送付等を行ってきたところ、先日の国際博

覧会推進本部における万博の意義・魅力に関する総理指示を踏まえ、内閣官房より各省庁の機運醸成の取組

の登録、広報・機運醸成活動等で使用するPRツール（ポスター、ステッカー、パンフレット等）の送付希望

連絡を依頼。現在、順次協会から送付開始。

○万博会期末まで受付等に設置しつつ、必要に応じてメディア対応・交流イベント等で利用することを想定し、

ミャクミャクぬいぐるみの各省庁の本省・各地方支部局への送付希望数を現在集計中 。集計結果を踏まえ、

今年度中に各省庁に送付する見込み。

国際博覧会推進本部事務局の取組

【PRツール】
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各府省庁におけるTDM（交通需要マネジメント）の推進

１．国の行政機関におけるTDMトライアル（試行）（R6.9.30（月）～10.4（金））の取組結果

（１）実施人数

（２)取組内容別割合※（5日間平均）

※ 内容別実施数/実施人数 なお、一人の職員が複数の取組を実施した場合があるので百分率の合計は100を超える

２．万博会期中のTDMの推進

（１）トライアル（試行）取組事例の横展開等

（２）目標の設定

（３）万博期間中の取組検証

対象 対象職員数 延べ実施人数 日平均実施人数 実施率

大阪市域の国の行政機関に

勤務する常勤職員
約11,300 約17,600 約3,500 約31％

在宅勤務・

テレワーク
休暇取得 時差出勤 フレックス 出張等 その他

12.2% 22.9% 27.9% 23.2% 8.3% 5.5%
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